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記 念 講 演 

ファシズムと排外主義 

甲南大学文学部教授 

田野大輔さん 
神戸の甲南大学で

社会学を教えている

田野大輔です。 

現在の社会では、事

実に基づかないデマ

やフェイクニュース

が大きな問題となっ

ています。最近の兵庫

県知事選挙や参議院

選挙でも、デマを流す

勢力が多くの有権者の心を動かし、当選に至る現

象が見られました。  

  

ファシズムの危険な魅力：「気持ちよさ」 

デマやフェイクニュースの支持者は「騙されて

いるバカな人たち」なのではなく、能動的・主体

的にその情報を欲し、自ら飛びついて取りに行っ

ている、というのが特徴です。支持者の多くは、

マスコミが流す情報を鵜呑みにする人々に対し、

自分たちこそがネットやYouTubeなどで情報を

探して「本当の情報」を知っている、情報リテラ

シーが高いと思い込んでいます。彼らは、自分た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちの願望を満たしてくれる情報を常に欲しており、

それを信じているのです。   

この現象は、ファシズムにも通じます。ナチズ

ム（ナチス・ドイツのファシズム）は、ゲッペル

スの巧みな宣伝やヒトラーの演説によって国民が 

「騙された」という見方がされがちですが、近年 

の研究ではそれは一面的な見方とされています。

当時のドイツ国民もまた、自分たちの望むような

ことを言ってくれる指導者を欲し、それに飛びつ

いていったのです。   

ファシズムの危険性は、それが「上からの暴力

によって押し付けられるもの」というより、支持

する側の願望を満たし、気持ちよくさせる点にあ

ります。例えば、「外国人を誹謗中傷して溜飲を下

げてくれる」といったところに魅力があるのです。

今後、日本でファシズム的な運動が拡大した場合、

その本人たちは「気持ちよくなっている」状態に

あり、そのメカニズムを理解した上で働きかけを

行う必要があります。 
 

ファシズムの体験学習 

私は甲南大学で、2010年から2019年まで

の10年間、社会学の授業「社会意識論」におい

て、「ファシズムの体験学習」というロールプレイ

形式の授業を行いました（コロナ後に復活・継続

中）。この授業では、私自身が「田野総統」（ヒト

ラー役）となり、受講生（約250名）は総統を

支持する「支持者役」となって、ファシズムを実

演（ロールプレイ）します。 

11月 27日、大阪損保革新懇第 28回総会が開催されました。総会には、121名が参加しました。 

中村啓子世話人が基調報告。田野大輔甲南大学教授から「ファシズムと排外主義」というテーマで記

念講演がありました。懇親会には、愛媛や熊本、宮城など遠方から駆け付けたＯＢや代理店も含め 47名

が参加、遅くまで語り合いました。また、清水ただし元衆議院議員からご挨拶いただきました。 
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＜体験学習の主な内容＞ 

① 指導者の選出（強制的な合意） 

指導者の存在が不可欠であると説明した後、

「私が指導者役をやってみたいと思うが、どう

かな」と問いかけ、反対の声がなければ「賛成」

とみなし、拍手で賛同させるという「疑似民主

主義」的な手法（強制）で指導者に就任します。 

全員で「ハイル、タノ！」と敬礼の練習をし

ます。教室内で足踏み（行進）の練習をします。 

足踏みの音を大きくさせるため、「もっと強

く足を踏み鳴らして」と指導し、下のカフェに

いる「『リア充』＊どもを蹴散らしてやろうぜ」

と先導します。これは共同体の力を実感させ、

支持者の規律・団結を説明するためです。   

 ＊「リア充」：恋愛や友人関係などのリアル

（現実世界）が充実していること。 

②制服とロゴマーク 

独裁者の命令がダイレクトに本人に届くよ

うにするため、友達同士で座ることを妨害し、

誕生月ごとに席替えを行います。これは、独

裁者と本人の間にある「中間集団」（友達グル

ープなど）を破壊し、権力の指示を聞きやす

くするためです。 

集団の一体感を永続化・可視化させるため

の手段として、制服（白ワイシャツとデニム

のジーパン）とロゴマーク（ナチスのハーケ

ンクロイツに相当）の必要性を説明し、次回

の授業には「制服」を着てくるよう命令しま

す。学生の多くは、集団行動に対する抵抗が

なく、むしろ楽しんで制服を着用してきます。  

② 「リア充」糾弾 

制服を着用し、声高に「ハイル、タノ！」

を練習した後、屋外のグラウンドに移動し、

事前に用意したサクラの「リア充カップル」

を約250人で取り囲み、「リア充爆発しろ！」

と大声で罵倒（糾弾）して退散させます。退

散後、受講生は勝利の拍手をします。   

 

＜授業の安全対策と倫理的問題＞ 

授業はドイツ映画『The Wave ウェイヴ』から

着想を得ていますが、映画のような悲劇的な結末

（生徒の暴走、死者が出る）を避けるため、安全

対策を徹底しています。 

授業外での行動の禁止：敵の糾弾は必ず講演者

の目の届くところでやらせます。Twitter などで

「ハイル、タノ！」と叫んでいる者がいないか常

時モニタリングしました。   

途中離脱の許可：心理的負担を感じた場合は、

授業を放棄しても不利益にはしないことを事前に

説明し、同意の上で参加させます。 

ナチス模倣の倫理：「ハイル、タノ！」の敬礼は、

ナチス式敬礼の模倣であり、ドイツでは処罰の対

象となる行為です。しかし、この授業はファシズ

ムの危険性を学ぶという明確な批判目的で行って

おり、判例上、処罰の対象とならないと判断して

います。   

 

 

 

 

 

 

 

体験学習から学ぶ 3つの危険性 

授業後には必ずデブリーフィング（体験の客観

的な捉え直し）の時間を設け、体験を通じて感じ

た「高揚感や充実感」こそが危険であるというこ

とを学生に気づかせます。これは「ワクチン摂取

のような効果」を狙ったものです。 

デブリーフィングで解説された、ファシズムの

危険な仕組みは以下の3点に集約されます。   

①集団による自我の肥大化と全能感 

250人で足を踏み鳴らす轟音のように、集団

の一部となることで、自我が肥大化し、大きな力

を誇示したいという全能感に満たされます。 

野次馬に見られることで誇らしくなり、怒号を

浴びせるうちに声に熱が帯び、自分の存在が大き

くなったように感じます。 

集団に所属することへの誇りや、非メンバー

（リア充など）への優越感を抱くことで一体感を

強めます。制服やロゴマークがこれをさらに促進

します。 
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②責任感の麻痺（道具的状態） 

これが最も重要な点として強調されています。

受講生は「指導者に指示されたから」「周りのみ

んなもやっているから」という理由で行動し、普

段なら良心が咎めるような加害行為（無関係なカ

ップルへの糾弾）にも加担してしまいます。 

上からの命令に従い、周囲に同調して行動し

ているうちに、自分の行動に責任を感じなくなり

ます。自分が攻撃的な言動をしていても、それは

あくまで上や周りに言われているからであり、

「自分の意思ではない」と思い込むため、いくら

でもひどいことができるようになります。これは、

権威への服従と集団への埋没が人々を道具的状

態（自分の行動の結果に責任を感じなくなる状態）

に陥れるためです。   

③規範の変化と自発的な維持 

普段の生活では「見ず知らずの人を罵倒しな

い」という常識的な規範がありますが、体験学習

の時間は「先生に言われたことをやる」という規

範が場を支配します。受講生は場を支配する規範

に積極的に順応し、途中から慣れてしまいます。

さらに、自分がその規範（大声を出すこと）に順

応すると、隣で声を出していない人に対し「もっ

と声を出せよ」と集団の規範を自発的に維持しよ

うとするようになります。 

 

ファシズムの構造：強制性と自発性の結びつき 

ファシズムは、上からの命令や強制的な力だけ

でなく、上からの強制性と下からの自発性が結び

つくことで成立します。支持者は、指導者の命令

に従うことで、普段なら禁止されているひどいこ

と（ヘイトスピーチなど）でもできるという治外

法権的な自由を享受し、ある種の解放感を味わっ

ている可能性が高い。その結果、彼らは「自分の

責任ではない」という意識のもとで無責任な行動

を拡大させていきます。この無責任の連鎖こそが

ファシズムの本質であり、その最大の危険性です。 

これは、世間一般で「いけないこと」とされる

タブー破り（「ハイル、タノ！」や「リア充爆発し

ろ！」など）が、授業の魅力の一部となっている

ことと構造が似ています。しかし、反権威主義的

な「タブー破り」は、実際には指導者への服従と

いう「権威主義」に反転し、トランプ現象やドイ

ツの極右政党の伸長といったポピュリズム運動の

要因となっています。 

ファシズムや排外主義が我々から見ると異常な

行動であっても、本人たちにとっては胸が踊るよ

うな経験だということを理解し対応することが、

いま最も重要であると考えています。 

（文責・事務局） 

 

基 調 報 告 

健全な損保産業の再生を 

職場から考える 
大阪損保革新懇世話人(東京海上日動火災勤務) 

中村啓子さん 
他損保社員との接触禁止 

この数年、

損保業界では

不正が相次ぎ、

社内は再発防

止策が目白押

しです。会社

は、「二度と同

じ過ちを繰り返さないため、お客様や社会の常識

との『ずれ』が生じないよう、自浄作用が働く会

社に生まれ変わる」と言っています。しかし、例

えばカルテルの再発防止策として各社が打ち出し

ているのは「他損保社員との接触禁止」など、社

員に責めを負わせるものばかりです。 

他損保社員との接触とは「対面、会食、Web会

議、電話、メール、SNS等、あらゆる接触」を言

います。接触する場合は会社へ事前申請と事後報

告が必要です。本日のこの総会へ職場の人をお誘

いしたところ「申請してまでは、とてもハードル

が高いです」と言われました。本来、時間外の行

動は本人の自由です。これは「社員に対する信頼

の欠如」の問題にとどまらず、憲法13条で保障

されている基本的人権の重大な侵害と言えます。 
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これは東京海上日動だけではありません。まる

で“談合”したかのように業界挙げて「他損保社

員との接触禁止」を強要しているのです。 

そもそもカルテルは、他社社員との接触が原因

ではありません。利益第一主義と、長年にわたる

業界の慣習が産んだものであり、問題のすりかえ

に他なりません。この業界に働く一人ひとりが、

損保業界はどうあるべきか、むしろ“企業のワク

を超えて”議論をたたかわせる必要があるのでは

ないでしょうか。 

 

職場民主主義の問題として 

また就業規則で、会社施設内での政治や社会に

ついての自由な議論が制限されています。 

例えば、損保ジャパンの就業規則第 2章 服務

規律 の第 5条（遵守事項）には次の項目があり

ます。 

（17）許可なく会社において宗教活動または政治

活動など業務に関係のない活動を行わないこと 

（18）許可なく会社において業務に関係のない集

会、文書掲示、配布または放送などの行為を行わ

ないこと 

これは「勤務時間内外を問わず」ですから、昼

休みでも署名一つ集められないということになり

ます。明らかに、憲法21条の「表現の自由」に

抵触しています。 

損保業界の労働組合は、いずれも「産業別労働

組合」です。「他損保社員との接触禁止」をはじめ

とする損保各社の方針は、使用者が労働組合の活

動を妨害する「不当労働行為」とも言えるのでは

ないでしょうか。まさに「職場民主主義」の問題

として声をあげる必要があると思います。 

 

代理店問題と「同調圧力」 

代理店手数料ポイント制度が問題視される中、

「東京海上グループの経営戦略」では「代手削減

にも踏込み、26年度までに代手率19％台、・・・

18％台を実現する」と明言しています。代理店を

「心のかよったパートナー」と言いながら、経費

の対象としか見ていないことが明らかです。 

 

東京海上日動では代理店を、①自立型（これま

でどおりの代手ポイント制度を適用）、②分業型

（業務の一部を当社と分業、固定の手数料率を適

用）、③委託解約 に選別しようとしています。 

③委託解約は、代理店に求められる体制整備を

充足していなければ代理店を解約する、というも

のです。代理店にとっては、廃業に追い込まれる

ことはまさしく死活問題です。 

現場では社員が全代理店との対話に追われてい

ます。「体制整備ができていないならどうぞご退場

ください」と言い放つ担当者もいます。「私の言葉

は、会社の言葉。きちんと伝えることが代理店さ

んのため」「会社方針だからやるしかない」という

わけです。社員は、代理店の生活や経営といった

相手の立場を想像する余裕がなく、必死でやらざ

るを得ないとする「同調圧力」を受けています。

しかし、本当にそれで良いのでしょうか。 

 

 

 

 

 

私たちが社会を、職場・産業を変える 

新聞もTVも見られない働き方をして、ひたす

ら目の前の仕事をこなす。その上、他社損保社員

と接触するな、他社動向は知ってはいけない、こ

んな状態で「社会の常識との『ずれ』」をどのよう

につかむことができるでしょうか。あきらめ、黙

って、政治には触れない、近寄らない、話さない。

そんな人間にされてはたまりません。 

「無責任の連鎖」を断ちきる。「流されずに異を

唱える力」をともに育む。 

大阪損保革新懇はそんな場所です。まだ会員に

なられていない方はぜひ会員になってください。 

 

本当に言いたいんです。「効率化」「コスパ」「タ

イパ」大嫌い。もっとゆったり行ったらいいです

やん。自分らしく生きましょう！「投げたらアカ

ン！空き缶と人生！！」です。できることから具

体的な一歩踏み出すことを心から呼びかけて報告

といたします。 


